
平成 27年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日
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事業報告書
【総合型地域スポーツクラブ活動助成】/【東日本大震災復旧・復興支援助成】

助成事業細目名 被災地の総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 特定非営利活動法人武蔵丘スポーツクラブ

事業名 武蔵丘スポーツクラブマネジャー設置

事業の成果
全体的にクラブに事業に参加する人数が増えた。特にヨガ教室・骨盤ストレッチなど気軽にでき、効果を実感できる教室が
評価されるようになった。今年度はベビーヨガ(親子体操教室)を実施したため、幅広い事業展開の可能性が増えた。

事業に対する評価

予算の関係により広報誌の発行が行えなかった。２０代～３０代の子育て世代の会員増加が難しいことがわかった。地域性
もあり、自分自身に投資するお金にシビアである。子どもの事業でも地域ごとの参加人数に差がある。若い世代の会員増加
について考えていきたい。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

年間２回、広報誌を作成し、近隣住民に配布。
幅広い年齢層(特に１０代、２０代)の会員の増加を目指
す。

会報誌の作成無し。
会員の増加は見込めなかったが幅広い参加者が増えた。

事業実施期間
（当該年度の雇用期間） 年目）

活動地域 埼玉県吉見町

活動拠点となる施設とその概要

①武蔵丘短期大学ゴルフ練習場・体育館・教室　　比企郡吉見町南吉見111-1
②武蔵丘短期大学グラウンド　吉見町北吉見1514
③吉見マンモスゴルフセンター　吉見町大字御所532－1
④吉見ひだまりサロン　吉見町東野3－1－17　(高齢者サロン)
⑥吉見町悠友館　比企郡吉見町大字下細谷1213　(包括支援センター(保健センター))
⑦吉見町民体育館　比企郡吉見町大字中新井493-1

運営委員会等の構成員とクラブ運営組
織概要

[役員][運営委員会]12人
・代表理事（非常勤）福島邦男（武蔵丘短期大学准教授）
・副代表理事（非常勤）桜庭俊昭（吉見町体育指導員）
・副代表理事（非常勤）太田あや子（武蔵丘短期大学教授）
・監査（非常勤）土田健壽（吉見町非常勤職員）
・理事　舟橋義明（吉見町役場）
・理事　小久保　栄（吉見町役場）
・理事　大野　猛（吉見町役場）
・理事　金子　勝美（吉見町役場）
・理事　田島　秀之(吉見町教育委員会)
・理事　川合　武司（武蔵丘短期大学　学長）
・理事　高橋　琴美（武蔵丘短期大学准教授）
・理事　岡崎　英規（武蔵丘短期大学専任講師）
[事務局]
・クラブマネジャー（正）高橋　こずえ（常勤・有償）
・クラブマネジャー（副)浅見　恵（常勤・有償）

計画及び実績

平成27年度計画 平成27年度実績

プログラム（教室等）の延べ開催数 445 404

広報活動数（チラシ・月報等作成枚数） 5210 4980

指導者の延べ謝金支払人数 14 11

クラブマネジャーの勤務・活動日数 240 240

クラブマネジャーの職務内容及びクラ
ブの具体的な事業の内容

■クラブマネジャー（正）
会員のニーズ把、ニーズにあった活動メニューの企画立案、指導者との連絡調整、施設の利用調整
その他、クラブの活動計画、予算、広報など
■クラブマネジャー（副）
経理処理、クラブの会員情報整理、クラブマネジャー（正）の補助
●スポーツ教室・健康づくり等(開催：全７種目404回)
①種目名：サッカー　実施頻度：週４回、②種目名：ヨガ・ピラティス　実施頻度：週１回・週１回・月２回
③種目名：親子体操　実施頻度：週１回、④種目名：ストレッチ　実施頻度：週１回
⑤種目名：ゴルフ　実施頻度：月２回、⑥種目名：ノルディックウォーキング　実施頻度：月１回
⑦種目名：健康づくり　実施頻度：月１回
●イベント・講習会等(開催：全11回)
ハンドボールクリニック　年２回、夏休みプール教室　年7回
●会議　　総会：年１回、運営委員会（全体）：年2回

　○広報回数 ・ＨＰ更新回数（実績）

・クラブ広報誌、パンフレット発行回数（実績）

　○会員数（実績） 73

　○地域連携の有無（実績） 都道府県所管課 市町村所管課 

地域の学校や教員 地元企業 他クラブ 



事業の実施計画の公表
事業を広報・
ＰＲするための手段
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）総会にて報告
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事業の実施状況及び実施結果
並びに助成金の使途に関する

情報の公開

情報の公開方法
(複数選択可)

（理由：　　　　　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

（理由：　　　　　　　　　　　　　　）

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

行った 行わなかった 

HＰで事業の実施を告知した 

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知をした 

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した 

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった 

HPで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

その他 

広報誌・会報誌等で公開 

特段の情報の公開は行っていない 

情報開示請求があった場合に開示 

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開） 

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開） 

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開） 

助成金の交付を受けた旨は公開できない 


